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１．はじめに 

本資料は，敦賀発電所１号炉の核燃料物質の貯蔵状況，及び敦賀発電所１

号炉の使用済燃料プールに貯蔵している使用済燃料の崩壊熱の推移について

説明するものである。 

２．敦賀発電所１号炉の核燃料物質の貯蔵状況について 

２．１ 使用済燃料の貯蔵状況 

表１に示すとおり，現時点において，敦賀発電所１号炉の使用済燃料プー

ルには使用済燃料が 314 体，敦賀発電所２号炉の使用済燃料ピット（敦賀発

電所１号炉専用ラック）には 442 体の使用済燃料が貯蔵されている。 

表１ 敦賀発電所１号炉 使用済燃料の貯蔵状況 

貯蔵場所 
貯蔵量 

（2020.9.4 時点） 

敦賀発電所１号炉 

使用済燃料プール 
314 体 

敦賀発電所２号炉 

使用済燃料ピット 
442 体 

合計 756 体 

なお，核燃料物質の管理について，敦賀発電所１号炉廃止措置計画認可申

請書には下記のとおり，1 号炉原子炉建物から２号炉原子炉建屋への運搬の

みが記載されており，今後，使用済燃料が敦賀発電所１号炉に新たに搬入さ

れる計画はない。 
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六 核燃料物質の管理及び譲渡し 

２ 核燃料物質の管理 

使用済燃料は，搬出までの期間，１号炉原子炉建物内又は２号炉原子炉

建屋内の使用済燃料貯蔵設備で貯蔵する。なお，１号炉原子炉建物内に貯

蔵している使用済燃料は，原子炉本体等解体準備期間中に，１号炉原子炉

建物から，使用済燃料輸送容器に収納し，２号炉原子炉建屋に運搬し，使

用済燃料貯蔵設備で貯蔵する。２号炉の使用済燃料貯蔵設備に運搬した使

用済燃料は，２号炉にて管理を行う。また，全ての使用済燃料を２号炉の

使用済燃料貯蔵設備に運搬した場合，２号炉の核燃料物質の取扱施設及び

貯蔵施設は，共用施設として取り扱わず，１号炉の全ての使用済燃料は廃

止措置対象施設から搬出されたものとする。 

２．２ 新燃料の貯蔵状況 

2015 年 12 月時点において，新燃料は敦賀発電所１号炉の使用済燃料プー

ルに 36 体貯蔵されていたが，2018 年 11 月に加工事業者への搬出が完了して

いる。 

３．崩壊熱の推移について 

前項で示した使用済燃料の貯蔵状況を踏まえた敦賀発電所１号炉の使用済

燃料の崩壊熱推移を図１に示す。 

初回申請時（2015 年 12 月時点）の崩壊熱は 83kW であったが，その後は時

間経過に伴い崩壊熱は低下している。 
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図１ 敦賀発電所１号炉 使用済燃料の崩壊熱推移 

以 上 


